
【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ４ 事  業  名 家庭用ごみ袋配布事業 事 業 期 間 開始/令和２年６月 ～ 終了/令和２年６月  

事業実績額  １，４４４，０７０円                                    事業実施所管 町民生活課町民生活グループ環境衛生係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

外出自粛等により増えた家庭ごみについて、指定ごみ袋（燃やせるごみ袋10枚）

を対象世帯へ配布し負担軽減と感染防止を図る。
指

標 

 対象者数   説            明 

計画値 2,800

実績値 2,661

［対 象］ 

 全世帯２，８００世帯（特別養護老人ホーム入所者は除く） 

［事業の評価・効果検証］ 

・感染拡大や外出自粛により、自宅で過ごす時間が増加し家庭ごみの排出量が急増した。また、片付けをする方が増加したことに

より、家庭ごみ全種類で排出量が急増した。

・環境省のごみの排出方法のチラシを同封し、ごみ排出時の感染予防やごみの減量化を啓蒙しつつ、家計におけるごみ袋代の負担

軽減を図れた。

・外出自粛期間中に、ごみ収集業者へ町民から感謝の言葉が届きごみ収集関係者への励みとなった。

＜令和2年4月から令和2年 12月までの家庭ごみ収集量実績（㎏）＞ 

  可燃 不燃 粗大 資源 小計 

R1 495,220 69,760 34,050 97,770 696,800 

R2 512,090 75,600 38,510 99,860 726,060 

増減 16,870 5,840 4,460 2,090 29,260 

増減比率 103.4% 108.4% 113.1% 102.1% 104.2% 

  ※これまでごみの収集量は、毎年微減傾向にあったが外出自粛等 

   により家庭ごみ全種別で前年度を上回る増加となった。 

      感染防止のため、こまめにごみを排出するようになった家庭も 

   あると思われる。 

［内 容］

 町指定の燃やせるごみ袋（大）１０枚入りを全世帯に配布 

  燃やせるごみ袋 ＠210円×2,800世帯×1.1＝646,800円 

郵送料     ＠510円×2,800世帯＝  1,428,000円 

封筒      ＠18円 ×2,800世帯×1.1＝ 55,440円 

合計 2,130,240円 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

 ６月１日現在の住民登録世帯数 ２，７５６世帯 

 特別養護老人ホーム入所世帯    △９５世帯 

 配布世帯数          ２，６６１世帯 

 燃やせるごみ袋           ＠210円×2,800世帯×1.1＝646,800円 

 郵送料   定形外からゆうメールに変更（＠510円→@310円） 

       特養入所者の除外 

公営住宅の一部を職員配布により郵送件数減少 

                 ＠310円×2,393世帯＝     741,830円 

封筒    角２クラフト封筒  ＠18円 ×2,800 世帯×1.1＝ 55,440円 

合計 1,444,070円 

[今後の取組み］ 

・ごみの排出方法については引続き啓発し、ごみからの感染防止やごみの減量化について意識の醸成を図る。 

備

考
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【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ５ 事  業  名 保健活動事業 事 業 期 間 開始/令和２年９月 ～ 終了/ 令和２年１１月  

事業実績額   １，２７２，５３３円                                事業実施所管  保健福祉課保健福祉グループ健康推進係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を図るため、集団事業の延期又は 

中止にしたことに伴い、保健師等が個別支援の訪問活動等に使用するために 

車両を購入するもの。 

指

標 

 日数   説            明 

計画値 30 指標は訪問等を実施した日数とする。（単位：日） 

  ※実績値は令和３年２月末時点 

実績値 22

［対 象］ 

  町民 

［事業の評価・効果検証］ 

   新型コロナウイルス感染拡大を回避するため、延期または中止した集団による各種保健事業及び新型コロナウイルスの感染 

を懸念するため集団事業に参加しなかった町民に対し、個別対応により適切な保健指導を実施するため、当該車両を使用して 

訪問した。 

 また、新型コロナウイルス感染症関連による精神面の不調を訴える方が発生しないよう、住民の健康意識の向上と健康の保 

持増進を図るためにも、定期的な訪問は必要とされることから、それらを実施することにより、住民への保健衛生の啓蒙に努 

めることにも役立った。 

［内 容］ 

  軽自動車 １台 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

車両本体             1,188,000円 

  諸経費（検査登録代行手数料 等）   40,383円 

  自動車重量税              3,700円 

  保険料（自賠責保険・任意保険）    40,450円 

               合計  1,272,533円 [今後の取組み］ 

 新型コロナウイルス感染症が発生している状況下ではあるが、保健指導が必要であると認められる者及びその家族等に 

対して、保健師・管理栄養士・歯科衛生士が継続的に訪問して、健康に関する問題点を総合的に把握し、必要な指導を行 

い、健康の保持増進及び健康寿命の延伸に努める。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ６ 事  業  名 乳幼児健診事業 事 業 期 間 開始/令和２年６月 ～ 終了/ 令和２年８月  

事業実績額   ２６３，５００円                                   事業実施所管  保健福祉課保健福祉グループ健康推進係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

乳幼児健康診査事業について、１回あたりの受診者人数を少なくし、実施 

回数を増やすことで、新型コロナウイルス感染症の拡大防止を図る。 

指

標 

 回数   説            明 

計画値 2 指標は乳幼児健診実施回数とする。（単位：回） 

実績値 2

［対 象］ 

 乳幼児 

（町内の４ヶ月児、７ヶ月児、１２ヶ月児、１歳６ヶ月児、３歳児とその保護者）

［事業の評価・効果検証］ 

    新型コロナウイルス感染症が発生している状況下の中ではあるが、乳幼児健康診査については、全ての子どもが身体的、 

精神的及び社会的に最適な成長発達を遂げるよう健康管理、保健指導を遅れることなく行う必要性があることから、密集 

を回避するため、広くスペースがとれる受診会場に変更し、定期的な消毒や検温の実施及び１回あたりの受診者数を密に 

ならない人数に調整し、感染拡大防止策を講じた。 

 実施回数を増やすことについては、近隣エリアの新型コロナウイルス感染症のクラスター発生や、地域エリアで、時折 

発生する新型コロナウイルス感染症患者の感染拡大を防止する観点から、月１回以上の実施をすることはできなかったが、 

前述の対応により、対象者が乳幼児健診の受診機会が遅れることなく、実施することができた。 

［内 容］ 

 乳幼児健診 131,800円／回×2回≒264千円 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

 事業実施日：令和２年６月２３日（火）、令和２年７月３１日（金） 

従事者：保健福祉課保健福祉グループ職員、ﾌﾞｯｸｽﾀｰﾄﾎﾞﾗﾝﾃｲｱ、社会教育課 

図書館司書、子育て支援センター職員、小児科医師、歯科医師、 

発達相談員 

健診内容：身体計測 

保健師による問診 

小児科医による診察 

歯科健康診査 

発達相談員による発達とことばの相談 

栄養指導、歯科指導、保健指導 

 小児科医師報酬   110,000円×2ヶ月分＝220,000円 

  歯科医師報酬     21,000円×2ヶ月分＝ 42,000円 

    食糧費          750円×2ヶ月分＝ 1,500円 

                   合計 263,500円 

[今後の取組み］ 

   乳幼児健診については、児の健やかな成長のため、必要な時期に受診ができるよう、地域における感染の状況や感染拡大 

防止策の対応状況等を踏まえて、方法や時期等を検討し、引き続き、感染予防策を講じながら実施していく。 

 また、乳幼児健診を適切な時期に実施することの重要性に関する周知について、情報発信に努める。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ １１ 事  業  名  図書館パワーアップ事業 事 業 期 間 開始/令和２年 ９月 ～ 終了/ 令和３年１月  

事業実績額  ４，４００，０００円                              事業実施所管  社会教育課社会教育グループ図書係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、施設休館や使用制限、更には利用者の判断

による自粛のため図書プラザの利用減少が懸念されるが、インターネットを介した

蔵書検索や予約機能などを新たに整備することにより、コロナ禍においても施設の

滞在時間の短縮など利用者が安心して利用できる施設環境を目的とする。 

指

標 

 利用者数   説            明 

計画値 ２００件
指標はｗｅｂ予約利用者数とする。 

実績値 ２５９件

［対 象］ 

 町民（利用登録者） 

［事業の評価・効果検証］ 

インターネットを介した蔵書確認やＷｅｂ予約が可能となったことにより、利便性の向上に繋がったほか、滞在時間の短縮や貸出

カウンターにおける対面時間を減らすことができ、感染予防に繋がっている 

［内 容］

図書管理システム インターネット環境整備機器購入 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

図書管理システム サーバ１台 ２，２００，０００円 

データ移行作業及びインターネットを介した蔵書検索や予約機能の追加 

                ２，２００，０００円 

事業費合計           ４，４００，０００円 

[今後の取組み］ 

 インターネットを介した蔵書確認やＷｅｂ予約について周知徹底し、利用促進を図り感染予防に努める。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ １２ 事  業  名 児童生徒端末等整備事業 事 業 期 間 開始/令和２年６月 ～ 終了/ 令和２年１１月  

事業実績額  ２３，２０４，１７０円                                      事業実施所管  管理課管理グループ学校教育係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

 １人１台ＰＣ端末を整備し、授業での活用、さらに臨時休校中においても学習可能な環境

を整備する。 

指

標 

 整備率   説            明 

計画値 100％ 児童生徒に対するＰＣ環境の整備率 計画 ４１９台 

実績 ４１９台 

実績値 100％ 

［対 象］ 

 小中学校児童生徒 

［事業の評価・効果検証］ 

   ＩＣＴ機器を整備することにより、毎日の授業における活用、さらに、災害や感染症発生等による学校の臨時休校等緊急時 

  においても、機器の活用によりすべての子どもたちの学びを保障できる環境を構築できた。 

今後休校等が発生した場合に備え、ＩＣＴ機器を活用した遠隔授業の実施に向けた試行を行っている。 

   また、学校ネットワーク環境、教員用ＰＣの整備を行うことで、通信環境の改善や児童生徒用端末との円滑な連携が可能と 

  なり、より良いＩＣＴ環境の改善が図られている。 
［内 容］

・児童生徒用ＰＣ端末機整備（小中学校全児童生徒分） 

 419台 20,878,770円 

・朝日小学校ネットワーク整備（アクセスポイント移設） 

 一式 147,400円 

・中学校教員用ＰＣ整備 

 20台 2,178,000円 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

・児童生徒用ＰＣ端末機整備   419台  令和2年 10月 

・朝日小学校ネットワーク整備  一式  令和2年 11月 

・中学校教員用ＰＣ整備     20台   令和2年 9月 

[今後の取組み］ 

 １人１台端末を整備したことで教育環境が大幅に改善され、今後、これらの機器の更なる活用が必要となるが、新しい取組で 

あることから、教育活動の中でのどのようにＩＣＴ機器の活用を図っていくか検討を加えながら進めていく必要がある。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ 13・37 事  業  名 修学旅行等支援事業（中学校） 事 業 期 間 開始/令和２年９月 ～ 終了/ 令和２年１０月  

事業実績額   ２００，４８２円                                       事業実施所管  管理課管理グループ学校教育係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

 感染症対策に配慮した修学旅行を実施することによって生じる保護者の経済的負担を 

軽減する。 

指

標 

 実施率   説            明 

計画値 100％ 実施率  計画 新冠中学校 修学旅行 宿泊研修 ２事業 

実績 新冠中学校 宿泊研修      １事業 

実績値 50％ 

［対 象］ 

 新冠中学校生徒（2年生）※宿泊研修 

※新冠中学校修学旅行については、他の制度の利用により負担軽減が図られたこと

 から対象とはしていない。 

［事業の評価・効果検証］ 

  感染症対策を行うことでより参加しやすい環境を整え、保護者負担を軽減することで修学旅行を円滑に実施することができた。 

 新冠中学校修学旅行においても、同様の事業を予定していたが、国のGo To ﾄﾗﾍﾞﾙ 事業の利用により保護者負担が増加するこ 

となく感染症対策（バスの台数増）に配慮した修学旅行が実施可能となったことから、町からの支援事業は実施していない。 

［内 容］

 修学旅行等支援補助金 

新冠中学校 10月 1～2日 胆振地方 2年生児童59名 

 当初経費          590,000円 ① 

 変更後経費       1,159,527円 ② 

 Go To ﾄﾗﾍﾞﾙ（国）   304,145円 ③ 

 教育旅行支援事業（道） 64,900円 ④ 

差   額          200,482円 ②－①－③－④     

増額理由       バスの大型化（密の防止） 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

 10月 1～2日 記載内容のとおり実施 

[今後の取組み］ 

 今後も感染症対策を徹底し、事業を継続していく必要がある。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ １８ 事  業  名 新冠町新型コロナウイルス感染症拡大防止支援金支給事業 事 業 期 間 開始/令和２年 ４月 ～ 終了/ 令和２年 ５月 

事業実績額  ３，５００，０００円                                事業実施所管  企画課商工労働観光グループ商工労働観光係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

 令和２年４月の北海道が要請した新型コロナウイルス感染症の休業要請等の対

象外施設であって、ゴールデンウイーク中に自主的に営業を自粛した町内事業所・

事業者に対して支援金を支給することを目的とする。 

指

標 

 支給件数   説            明 

計画値 40件

実績値 35件

［対 象］ 

 町内法人事業者・個人事業者 

 ※ゴールデンウイーク中に収益性の高い業種 

［事業の評価・効果検証］ 

４月中旬以降に急遽、当事業を行うことが決まり、１年でいちばん集客の見込めるゴールデンウイーク中であったにもかかわらず多

くの事業所・事業者に協力をいただき、集客による密を避けて感染予防対策に貢献できた事業である。 

［内 容］

 新型コロナウイルス感染症の拡大防止の為、北海道の休業要請以外の飲食店等に

おいても休業し、感染症拡大防止に努めた事業者に一律の支援金を支給する。 

・１事業所 ＠100,000円 40事業所を想定 

・休業期間 令和２年４月２９日（水）から５月６日（水）までの８日間 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

 期間中において、３５事業所からの申請があり、自主的に営業を自粛していただ

いた。（申請期間 令和２年４月２４日から５月８日） 

 【支援金】 

  ＠100,000円×35事業所  3,500,000円 

[今後の取組み］ 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ２２ 事  業  名 受精卵移植事業補助金 事 業 期 間 開始/令和２年１０月 ～ 終了/ 令和３年２月  

事業実績額  ２，４３１，９０８円                                         事業実施所管  産業課産業グループ畜産係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

新型コロナウイルス感染症の影響により、市場価格の低迷する畜産業（酪農・肉

用牛）の経営を支援するため、受精卵移植の普及を促進し、効率的な牛郡改良と経

済性を高め、生産基盤の強化を図る。 

指

標 

 Ｒ２    説            明 

計画値 
採卵 12頭 

移植 359頭 
指標は採卵・移植頭数 

実績値 
採卵 18頭 

移植 246頭 

［対 象］ 

町内の牛飼養農家 

［事業の評価・効果検証］ 

  新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急事態宣言やインバウンドの減により肉牛販売価格及び酪農における個体販売価格が低迷

し、畜産経営が厳しい状況にあった中、本事業で受精卵の採卵・移植経費の一部を補助することにより、優良牛の生産基盤を維持し、

営農継続に大きく寄与した。 

［内 容］ 

受精卵の採卵、移植経費の６／１０を補助する。 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

 ・採卵頭数：黒毛和種 １８頭 

 ・移植頭数：ホルスタイン種        ５頭 

       黒毛和種         １０６頭 

       ホルスタイン種×黒毛和種 １３５頭 

        計           ２４６頭 

 ・補助金額 

  採卵 18頭×＠53,250円×6/10＝ 575,100円 

  移植 246頭×＠12,580円×6/10＝1,856,808円 

  合計              2,431,908円 

[今後の取組み］ 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ２３ 事  業  名 軽種馬せり市場上場推進事業補助金 事 業 期 間 開始/令和２年１０月 ～ 終了/ 令和３年２月  

事業実績額  １０，００５，０００円                                        事業実施所管  産業課産業グループ畜産係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

新型コロナウイルス感染症の影響に耐えうる農業基盤の強化のため、市場上場の

際のコンサイナー経費の一部を補助することにより、売れる馬づくりと生産基盤の

維持・拡大を図る。

指

標 

 Ｒ２   説            明 

計画値 268頭
指標は補助対象頭数 

実績値 247頭

［対 象］ 

せりへの上場に際し育成業者に馴致預託した町内の軽種馬生産農家 

［事業の評価・効果検証］ 

  新型コロナウイルス感染拡大の影響により、２歳馬のトレーニングセールが中止される等、軽種馬生産者が産駒の販売に不安を抱

える中で、本事業を実施することにより生産者が育成業者への馴致預託を躊躇することなく行い、その後の市場取引での有利販売に

繋がり、生産基盤の維持・拡大に寄与した。 

［内 容］ 

コンサイナー経費の一部を補助する。 

１歳馬３０日以上預託：４０千円／頭 

２歳馬６０日以上預託：６５千円／頭 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

 １歳馬：242頭×＠40,000円＝9,680,000円 

 ２歳馬： 5頭×＠65,000円＝ 325,000円 

  合計           10,005,000円 

[今後の取組み］ 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ２５ 事  業  名 タコ保育礁設置事業補助金 事 業 期 間 開始/令和２年１０月 ～ 終了/ 令和２年１１月 

事業実績額  ３，５００，０００円                                         事業実施所管  産業課産業グループ水産係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、需要が激減したことによる魚価の低

迷に伴う漁業収入減少より、漁家の暮らしと経済を立て直す為、タコ資源の維持・

増産を図り、次年度以降の漁獲量の増と所得向上を目指す。

指

標 

 設置量   説            明 

計画値 4,300個 指標は保育礁の設置量（購入量）とする。 

実績値 4,300個

［対 象］ 

ひだか漁業協同組合 

［事業の評価・効果検証］ 

タコは本町の主要魚種であり、従前より振興を図っている経過にある。 

安定した資源確保のため育てる漁業は重要と考えおり、今回の事業にて生育環境の改善が図られた。 

［内 容］

タコ保育礁購入及び設置費用 

事業費5,000,000円×70%＝3,500,000円 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］

タコ保育礁購入及び設置費用 

稚ダコ保育礁4,300個購入 

事業費5,420,304円 

 補助率70％以内 補助金上限額3,500,000円 

 補助金交付額3,500,000円 

[今後の取組み］ 

平成２２年度までに１３．５ｈａのタコ産卵礁が国の水産基盤整備事業により設置。加えて平成２４年度より令和３年

度までに２７ｈａ、更には令和４年度から令和１３年度においても２７ｈａのタコ産卵礁が同事業において設置予定であ

る。同事業の効果を高めること及び相乗効果を期待する観点から、次年度以降は、当該補助事業を町単費により継続実施

し安定した資源確保を目指していく。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ２６ 事  業  名 漁業者漁具整備事業補助金 事 業 期 間 開始/令和２年１０月 ～ 終了/ 令和３年１月  

事業実績額  ２，４８７，０００円                                        事業実施所管  産業課産業グループ水産係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、需要が激減したことによる魚価の低

迷に伴い漁業収入が減少したことから、漁具の購入費を補助することで、安定した

漁獲体制の構築と所得向上を目指す。

指

標 

 利用率   説            明 

計画値 10経営体 指標は利用経営体数とする。 

実績値 10経営体

［対 象］ 

漁具購入経営体 

［事業の評価・効果検証］ 

本町の主要漁種でもある「タコ漁業」及び通年操業している「カレイ刺網漁業」においては、毎年度漁具の更新が必要

となるが、新たな漁具の購入費は漁業経営において大きな負担となっている。 

当該補助制度により漁業者の経営の安定が図られほか、労働意欲の向上につながった。 

［内 容］

漁具購入費用 

○大船（3経営体 補助対象経費50万円 補助限度額35万円） 

    1,500,000円×70%＝1,050,000円 

  ○小舟（7経営体 補助対象経費30万円 補助限度額21万円） 

    2,100,000円×70%＝1,470,000円 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

漁具購入費用  

○大船（3経営体 補助金交付額1,037,000円） 

    350,000円×2経営体＝700,000円 

    337,000円×1経営体＝337,000円 

  ○小舟（7経営体 補助金交付額1,450,000円） 

    210,000円×5経営体＝1,050,000円 

 195,000円×1経営体＝  195,000円 

 205,000円×1経営体＝  205,000円 
[今後の取組み］ 

依然として漁家経営者の生活は、資材の高騰等の影響を大きく受けていることや、自然災害等により漁獲量が安定しな

い状況にあるため、漁家の負担軽減の観点から次年度以降は、町単費により当該補助事業を継続していく。

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ 28 事  業  名 新型コロナウイルス感染症対策救急資器材購入事業 事 業 期 間 開始/令和２年９月 ～ 終了/ 令和３年１月  

事業実績額  ２，７７２，０００円                                       事業実施所管 日高中部消防組合消防署新冠支署

事

業

の

概

要

［目 的］ 

 新型コロナウイルス感染症患者やその疑いがある患者の救急要請に対応するための呼気 

測定センサーや非観血式酸素飽和度測定機能を有する高機能・高性能な除細動器を配備し 

ておらず、また、この感染症は重篤な容態の悪化もあり救急活動に必要不可欠なため、半 

自動除細動器を導入し、コロナ感染症に対応した救急活動の強化を図ることを目的とする。 

指

標 

 出動件数   説            明 

計画値 30件

実績値 32件

［対 象］ 

 日高中部消防組合消防署新冠支署 

［事業の評価・効果検証］ 

・新型コロナウイルス感染症患者やその疑いのある患者の救急要請に対して、半自動除細動器の迅速な活用を行い、呼気測定センサー

や非観血式酸素飽和度測定機器により患者の疾病状態を的確に観察し処置を行うことができ、また搬送先医療機関と情報共有すること

で、医療従事者や救急隊員の感染リスクの低下につなげることができました。 

・令和３年１月３１日現在、新冠救急隊は３２件の新型コロナウイルス感染症患者やその疑いがある患者の救急対応を行っています。

［内 容］

 備品：半自動除細動器一式（TEC-2603） 2,772,000円 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

 令和３年１月６日納品  

事業費実績 2,772,000円 

[今後の取組み］ 

半自動除細動器をはじめ救急資機材の積極的な活用を行うことで、救急患者の症状の軽減を計るとともに、医療機関との情報共有を

深めて、医療従事者や救急隊員の感染リスクの更なる軽減に努めます。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ２９ 事  業  名 医療提供体制整備事業 事 業 期 間 開始/令和２年９月 ～ 終了/令和２年１１月  

事業実績額  ６，０５０，０００円                                         事業実施所管 新冠町立国民健康保険診療所 

事

業

の

概

要

［目 的］ 

新型コロナウイルス感染症の長期化を見据え、医療施設内の蔓延防止策強化の

ため、移動が可能な回診用Ｘ線診断装置を整備する。 

指

標 

 使用回数 説            明 

計画値 ５０回
回診用Ｘ線撮影装置の使用回数 

（令和２年１１月から令和３年２月末まで） 

実績値 ６４回

［対 象］ 

  併設施設（恵寿荘や保健センター）、施設内隔離室、病室などへの移動も可能 

 なことから、施設１階Ｘ線撮影室までの移動困難者や感染リスクの高い患者さん

 を外来待合室に近い一般撮影室まで移動させず、最大限のリスク回避を図る。 

［事業の評価・効果検証］ 

  本機器を購入し、併設施設（恵寿荘や保健センター）、施設内隔離室、病棟から患者さんを移動させるのではなく、Ｘ線診断装置

を移動させることが可能となった。感染リスクの高い患者さんを外来待合室に近い一般撮影室まで移動させず、感染リスクの回避を図

るとともに、施設内での蔓延防止対策、医療機関として安心安全な感染対策を構築できた。 

［内 容］

  移動型Ｘ線撮影装置購入費用 

   本体価格 ５，５００，０００円×１台×消費税 

                       ＝ ６，０５０，０００円 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

  現時点においては、病棟入院患者さんに対する使用が主であるが、万が一の 

使用に備え、医療提供体制整備は十分に整えている。 

[今後の取組み］ 

  入院病棟を維持し、２４時間年中無休の救急外来患者さんの受入れを行いながら、新型コロナウイルス感染症の疑い者（発熱者

など）を診察している医療機関として、感染対策に万全を期するための医療機器を整備しておくことは必要不可欠である。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ３０ 事  業  名 オンライン通信保健活動事業 事 業 期 間 開始/令和２年８月 ～ 終了/ 令和２年９月  

事業実績額   １４９，６００円                                   事業実施所管  保健福祉課保健福祉グループ健康推進係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

各種健康推進事業の実施にあたり、集団による密集を防ぐため、オンライン 

 通信を活用した遠隔事業の実施により、新型コロナウイルス感染拡大の防止を 

 図る。 

  また、事業での活用のほか、関係機関との協議及び情報交換等に係る対応に 

 ついても、オンライン通信によるＴＶ会議等を活用して３密防止を図るととも 

に、関係機関との情報共有の円滑化を図る。 

指

標 

 回数   説            明 

計画値 12 指標はオンライン通信で実施した事業等の回数とする。 

※実績値は令和３年２月末時点               （単位：回） 

実績値 13

［対 象］ 

  町民及び関係機関 

［事業の評価・効果検証］ 

 新型コロナウイルス感染症の拡大防止に伴い、集団健診（生活習慣病改善事業「からだリセット講座」）の事業内容に 

ついて、通常時は委託契約している札幌市からの運動指導士の講師が来町して実施しているが、新型コロナウイルス感染 

症患者が多く発生している地域から来町していること及び北海道の集中対策期間中であることを考慮し、オンライン通信 

による参加者への指導に切り替えたため、感染拡大防止に繋がった。 

また、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、通常時は集会形式で実施している各種研修会について、今年度は、 

オンライン通信による研修会に変更となったが、当該端末を使用することにより、研修会に参加することができた。 

その他にも、関係機関とのオンライン通信協議のため使用し、同じく、感染拡大防止に繋がった。 

［内 容］ 

  ノートパソコンの購入 １台 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

ノートパソコン１台  149,600 円 

[今後の取組み］ 

   引き続き、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、オンライン通信による各種保健事業や、その他にも考えられる 

使用方法を検討しつつ感染リスクの回避に努める。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ３２ 事  業  名 新冠町医療福祉介護事業継続支援事業 事 業 期 間 開始/令和２年９月 ～ 終了/ 令和２年１０月  

事業実績額  １，２００，０００ 円                                     事業実施所管 保健福祉課保健福祉グループ福祉係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

新型コロナウイルス感染症の影響により、医療・福祉・介護事業所におい

て、消毒液やマスク等の衛生用品購入や環境整備など今まで以上に感染拡大

防止策を講じる必要が生じており、対策に要した費用に充てるなど安定した

事業運営の維持を図ることを目的に支援金を給付する。

指

標 

対象事業所  説            明 

計画値 ７事業所

実績値 ６事業所

［対 象］ 

医療・福祉・介護事業者

［事業の評価・効果検証］ 

【評価】 

コロナ禍において、医療・福祉・介護事業所は今まで以上の感染予防対策を行う必要があり、財政的にも負担を強いられている。

１事業所２０万円の新冠町医療福祉介護事業継続支援金を交付する事により、事業所の財政負担の軽減や新型コロナウイルス感

染症拡大防止対策に繋がった。 

［内 容］

１事業所２０万円の新冠町医療福祉介護事業継続支援金を交付。

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

支援金交付事業所 

医療事業所 ２事業所 

福祉事業所 ２事業所 

介護事業所 ２事業所 

     計 ６事業所 支援金交付金額１，２００千円 [今後の取組み］ 

各事業所において、新型コロナウイルス感染拡大予防を実施。 

備

考

                                                                        （千円） 

 年度 事業費 
財源内訳 

国補助金 地方債 その他 臨時交付金 一般財源 

２ １，２００   １，２００   



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ３６ 事  業  名 修学旅行支援事業（小学校） 事 業 期 間 開始/令和２年１１月 ～ 終了/ 令和２年１１月 

事業実績額    １４，８００円                                       事業実施所管  管理課管理グループ学校教育係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

感染症対策に配慮した修学旅行を実施することによって生じる保護者の経済的負担を 

軽減する。 

指

標 

 実施率   説            明 

計画値 100％ 実施率  計画 新冠小学校 朝日小学校 ２校 

実績 朝日小学校       １校 

実績値 50％ 

［対 象］ 

 朝日小学校児童（6年生） 

※新冠小学校児童については、他の制度の利用により負担軽減が図られたこと 

 から対象とはしていない。 

［事業の評価・効果検証］ 

  感染症対策を行うことでより参加しやすい環境を整え、保護者負担を軽減することで修学旅行を円滑に実施することができた。 

 新冠小学校においても、同様の事業を予定していたが、国のGo To ﾄﾗﾍﾞﾙ 事業の利用により保護者負担が増加することなく感 

染症対策（バスの台数増）に配慮した修学旅行が実施可能となったことから、町からの支援事業は実施していない。 

［内 容］

 修学旅行支援補助金 

朝日小学校 11月 19～20日 胆振地方 6年生児童4名 

 当初経費      37,200 円 ① 

 変更後経費     62,428 円 ② 

 Go To ﾄﾗﾍﾞﾙ（国） 10,428 円 ③ 

 差   額        14,800 円 ②－①－③      

増額理由     宿泊部屋数の増（密の防止） 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

 11月 19～20日 記載内容のとおり実施 

[今後の取組み］ 

 今後も感染症対策を徹底し、事業を継続していく必要がある。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ４３ 事  業  名 認定こども園床改修事業（感染症対策） 事 業 期 間 開始/令和２年９月 ～ 終了/ 令和３年２月  

事業実績額  ７,７００,０００円                                       事業実施所管  管理課こども園グループ庶務係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

 既存の床材については、床材の張り合わせによる隙間等も多く完全な清掃及び消

毒作業ができていない事から、既存フローリング材の上に抗菌の発砲複層ビニール

シートを張る事で隙間の無い床へと改修し、床全体の清掃及び消毒作業をスムーズ

に行うことが出来る様にする事で感染症予防対策を図る。 

指

標 

 ２年度  説            明 

計画値 678.61㎡ 改修工事面積 

＊改修予定箇所全てを修了する事ができた。 

実績値 678.61㎡

［対 象］ 

新冠町立認定こども園共用廊下及び各教室 

［事業の評価・効果検証］ 

 子ども達は日頃より、床に座ったり、寝そべったりする事も多く、床へ触れる事については、日常茶飯事の状況であった。 

  本改修工事を実施した事で、床の隙間等が無くなり、スムーズな清掃活動が図れるようになったと共に、抗菌の床となった 

  ことにより、安心・安全な施設へと改修する事ができた。 

  このことにより、新型コロナウイルス感染症予防対策の徹底を図ることができ、保護者に対し安心感を与える事ができた。 
［内 容］ 

 既存フローリングの上に発砲複層ビニール床シートを張る（抗菌） 

 巾木張替 

 ＳＵＳ見切金物取付 

 改修面積 ６７８．６１㎡ 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

・改修場所   保育室９室及び共用廊下 

・工 事 費  ７,７００,０００円（内消費税７００,０００円） 

・工事完了日  令和３年２月１９日 

・園 児 数  １７４名（2月末） 

[今後の取組み］ 

 この事業が修了した事により、スムーズな清掃活動及び消毒作業が行える様になった、今後も新型コロナウイルス感染症予防 

対策の徹底を図るため、きめ細やかな清掃及び消毒作業等を継続する。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ４４ 事  業  名  レ・コード館整備事業 事 業 期 間 開始/令和２年９月 ～ 終了/ 令和３年３月  

事業実績額  ３，１４５，７８０円                              事業実施所管  社会教育課社会教育グループ施設管理係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

 新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、施設として必要な備品の購入及び新しい

生活様式（ニーズ）に対応した環境整備を図ることにより、感染予防に努めること

を目的とする。 

指

標 

 利用者数   説            明 

計画値 68,000人
計画値…令和元年度から過去3か年実績の平均に集客数1,000人を加えた数値。

実績値…令和２年度入場見込数 

※コロナ禍の影響により、当初は施設の完全休館や利用制限、有料コースの営業中止

期間もあり、サークル利用やイベント来場者、観光客の入場者が落ち込んでいたが、

９月頃から利用も平年に戻りつつある。
実績値 36,000人

［対 象］ 

 レ・コード館利用者 

［事業の評価・効果検証］ 

【施設の開館状況等】 

   ・当初営業予定日 ３０９日  ・コロナによる臨時休館 ４月２０日～５月３１日までの３８日 

   ・有料コース（レコードホール・レコード視聴ブース及びミュージアム）の営業中止 ４月１日～６月３０日までの８０日

   ・今年度の営業日見込み ２２９日 

 ・サーモカメラ 

  イベントの開催時に、サーモカメラを利用することにより効率的な検温作業と、発熱が疑われる方の入場制限を行うことができ、

結果的に感染の未然防止に繋がっている。 

 ・空気清浄機  

  外気換気が出来ない部屋において送風機による換気をこれまでも行ってきたが、補完として空気清浄機を設置することにより、除

菌効果を高め感染予防強化を図ることができた。また、空気清浄機を設置することにより、来館者がより安心して施設を利用する事

ができている。 

・券売機 

券売機を導入することにより、職員と利用者間の現金収受が無くなり、接触感染のリスクを軽減することができた。 

・デスクスクリーン 

受付カウンターに設置したことにより、職員と来館者間の飛沫感染のリスクを軽減することができた。 

・有線ＬＡＮ環境整備 

ＬＡＮ環境を整備することで、ITを活用したリモートによる講座等、新生活様式に対応した社会教育事業の実施に向けた施設整 

備を図ることができた。 

［内 容］

サーモカメラ    1台  × 150,000円＝  150,000円 

 空気清浄機     10台  × 128,000円＝1,280,000円 

 券売機       1台  × 800,000円＝  800,000円 

 デスクスクリーン １ｾｯﾄ×   34,800円＝  34,800円 

 有線ＬＡＮ環境整備1式           1,880,000円 

小計 4,144,800円 消費税414,480円 合計4,559,280円 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

サーモカメラ    1台           150,000円 

 空気清浄機     10 台           875,000円 

 券売機       1 台           750,000円 

 デスクスクリーン  １ｾｯﾄ            34,800円 

 有線ＬＡＮ環境整備 1式           1,050,000円 

 小計 2,859,800円 消費税285,980円 事業費合計実績額3,145,780円 

[今後の取組み］ 

 必要な備品を整備した事で感染機会軽減を図る事ができたことから、引続き来館者が安心・安全に施設利用できるよう備品を活用

するほか、日々の消毒作業等を実施し、感染リスクの軽減に努める。 

また、有線ＬＡＮ環境整備により各研修室においてITを活用した事業が実施可能になったことから、リモートによる社会教育事

業の開催や、貸館業務における利用者のリモート会議の要求など、新生活様式に対応した事業展開・サービス提供を図りたい。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ４５ 事  業  名  生涯学習講座事業 事 業 期 間 開始/令和２年９月 ～ 終了/ 令和３年１０月  

事業実績額  ２７６，７６０円                                   事業実施所管  社会教育課社会教育グループ施設管理係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

 新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、これまでの参集開催していた生涯学習講

座の開催が難しくなったことから、必要な機器を整備し、家庭での講座受講など、

新しい生活様式に対応した事業を推進することを目的とする 

指

標 

 事業回数   説            明 

計画値 ５回 指標は令和２年度生涯学習講座実施回数とする。 

実績値 ５回

［対 象］ 

 生涯学習講座参加者等 

［事業の評価・効果検証］ 

 ・コロナ禍により、「人との接触機会の削減」が叫ばれる中、参集する事業実施に苦慮したが、映像配信に係る機材を整備 

 できたことにより「社会教育課公式You Tubeチャンネル」を開設し、「生涯学習講座」の配信や「イルミネーションフェスタ」、 

「成人式」をライブ配信で実施する事ができた。 

  また、平時では昭和音楽大学（神奈川県）より講師が来町し、新冠中学校吹奏楽部、レ・コード館ジュニアジャズバンドへ 

 吹奏楽クリニックを開催していたが人の往来自粛によりZoomを活用したリモートクリニックを実施することができた。 

【配信動画一覧】 

 ①生涯学習講座（閲覧回数は令和３年２月２３日現在）                        ※ｆ＝fecebook ※Y＝YouTube 
講 座 名 内 容 f閲覧回数 Y閲覧回数 閲覧数合計 

ボランティア手芸講座 プリーツマスク編 176 70 246 

立体マスク編 131 － 131

節約 世界の料理講座 中国編（おでんが余ったら） 193 58 251

ブータン編（そばが余ったら） 131 32 163 

韓国編（お肉が余ったら） 165 40 205 

インドネシア編（野菜が余ったら） 117 32 149 

日本編（煮物が余ったら） 114 43 157 

スウェーデン編（ジャガイモが余ったら） 97 48 145 

ニュージーランド編（はちみつが余ったら） 136 67 203 

トルコ編（バレンタイン企画 人参を活用） － 48 48 

自宅で外食気分 完コピ料理講座 びっくりドンキー風ハンバーグプレート編 136 73 209

モスバーガー風焼肉ライスバーガー編 136 59 195 

手作りアロマ講座 事業報告動画配信 － 78 78 

ティラミス作り講座 自宅で高級イタリアンスイーツ作り 507 92 599 

合計 2,039 740 2,779 

②その他配信動画（閲覧回数は令和３年２月２３日現在）  
事  業 内 容 f閲覧回数 Y閲覧回数 閲覧数合計 

新冠町青年団体連絡会議 

『リモート イルミネーションフェスタ

２０２０』 

予告篇（イルミネーションが出来るまで） 895 467 1,362 

ライブ配信（配信後動画編集し閲覧可能とした） 187 597 784 

令和３年度 新冠町成人式 ライブ配信（配信後動画編集し閲覧可能とした） － 615 615 

合計 1,082 1,679 2,761 

［内 容］

 映像配信事業等に係る機材の購入 

  ノートパソコン  1台 140,000円 

  動画編集用ソフト 1個  19,800円 

  ビデオカメラ   1 台  99,800円 

    小計259,600円 消費税25,960円 合計285,560円 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

  ノートパソコン  1台 160,000円 

  動画編集用ソフト 1個   8,800円 

  ビデオカメラ   1 台  82,800円 

    小計251,600円 消費税25,160円 合計276,760円 

[今後の取組み］ 

 通信環境と必要機器の整備により、相手先とスムーズに事業を実施できた事から、引続き配信事業を実施し町民の生きがい作りに

寄与していきたい。また、Zoomを活用したリモートクリニックは好評である事から、引続き実施していきたい。

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ４６ 事  業  名 スポーツセンター換気扇取付設置事業 事 業 期 間 開始/令和２年９月 ～ 終了/ 令和３年１月  

事業実績額  １,０２３,０００ 円                              事業実施所管  社会教育課体育青少年グループ体育青少年係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

 スポーツセンターの換気については、非常用扉や窓の開閉のため、冬時期の換気対策 

として換気扇を取付設置する。 

指

標 

  施設数   説            明 

計画値 1
指標は設備対象施設数とする 

実績値 1

［対 象］ 

 主に町民 

［事業の評価・効果検証］ 

  スポーツセンターの換気については、これまで非常用扉と窓の開閉であったため、鳥等の侵入や冬時期の換気に不安があった。 

利用者に目を向けても、コロナ禍における室内での活動ということもあり、休止する利用団体もあり、１０月の利用者は７４０ 

人程度であったが、換気扇２台設置により、冬時期にも常時換気が行える環境が整えられ、施設利用者に安心・安全を提供でき 

ていることも起因し、休止していた利用団体も再開され、１月には１,０００名を超える利用まで回復しており、同月以降大会も 

本施設で行わるまでに至っている。 

［内 容］

 業務用換気扇２台の取付設置一式 1,023,000円 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

 契約日   令和２年 ９月２８日  

 工事完成日 令和２年１２月１５日 

 検定月日  令和２年１２月２８日 

[今後の取組み］ 

  今後も利用者が安心・安全に施設を利用できるよう、換気だけでなく、使用備品やトイレ施設等の消毒作業を行い、 

利用者にも趣旨等説明し、協力を得ながら感染対策に努め施設運営にあたる。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ４７ 事  業  名 トレーニングルーム内換気扇等取付設置事業 事 業 期 間 開始/令和２年９月 ～ 終了/ 令和３年１月  

事業実績額  １９１,０００ 円                              事業実施所管  社会教育課体育青少年グループ体育青少年係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

 トレーニングルーム内の換気については、施設内高窓・非常口の開閉のため、冬時期の換

気対策として換気扇を取付設置し、非常口扉についても網戸を設置する。 

指

標 

  施設数   説            明 

計画値 1
指標は設備対象施設数とする 

実績値 1

［対 象］ 

 主に町民 

［事業の評価・効果検証］ 

  トレーニングルームの換気については施設内高窓・非常口扉の開放のため、冬時期に不安があった。利用者に目を向けても 

１０月は延べ１５０人程度であったが、換気扇等の設置により、冬時期にも常時換気が行える環境が整えられ、施設利用者に 

安心・安全を提供できていることも起因し、１月には延べ２４０名の利用まで回復している。 ［内 容］

 換気扇１台の取付設置一式  143,000円 

非常口扉の網戸取付設置一式 48,000円 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

 ・換気扇 

  契約日 令和２年 ９月 ２日  

  納品日 令和２年１２月１４日  

 ・非常口扉用網戸 

契約日 令和２年 ９月 １日 

  納品日 令和２年 ９月１５日 [今後の取組み］ 

  今後も利用者が安心・安全に施設を利用できるよう、換気だけでなく、使用備品や施設内の空間消毒作業を定期的に行い、 

利用者にも趣旨等説明し、協力を得ながら感染対策に努め施設運営にあたる。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ４８ 事  業  名 郷土資料館整備事業 事 業 期 間 開始/令和２年９月 ～ 終了/ 令和２年１１月  

事業実績額   ２０７，０００円                                    事業実施所管  社会教育課社会教育グループ文化財係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

 新型コロナウイルス感染拡大に際し、利用者が安心して展示物を見学できるよう新たな換

気設備を整備し、感染機会の削減を図る。 

指

標 

整備台数  説            明 

計画値 7台 郷土資料館の換気扇整備台数 

実績値 7台

［対 象］ 

 郷土資料館来館者 

［事業の評価・効果検証］ 

 ・これまで、郷土資料館内の換気は排煙窓を開けることのみに限られ、充分な換気とはいえない状況下にあった。館内の通気に応じ

て効果的に換気扇を配備することにより、以前よりも適切な換気体制がとれ、安心した館内見学を提供できている。 

・新型コロナウイルス感染拡大により、4月～5月まで臨時休館の時期があり、その間はわずか14日間しか開館できなかった。6月

より通常開館したものの、しばらく感染拡大の懸念があったため、学校での社会科見学など団体見学の場面がなかった。その後、

学校での社会科見学の希望があった際には、換気状況が改善されたことから、人数を分けるなど工夫を行いつつ、団体の受入れが

可能となっている。 

  【令和2年度の主な団体見学状況】 

   ・朝日小学校6年生及び引率教員：7名  

   ・新冠小学校3年生及び引率教員：47名 

   ・朝日小学校3年生及び引率教員：7名 

     ＊団体見学の際は、クラスによって人数を分けたり、1階と2階で見学者を分散するなど、密になる環境を回避しつつ整

備した換気扇を作動させ、感染対策をとりながら見学の対応を行っている。 

［内 容］

 郷土資料館の壁付換気扇7台の設置 

  ・設置取付費用 188,182 円 

  ・消費税     18,818 円 

  ・合計     207,000 円 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

 ・郷土資料館内に1階 3台、2階 4台の計7台の換気扇を設置し、コロナ禍にお

いても安全に見学できるよう整備ができた。 

[今後の取組み］ 

 ・換気状況が整備されたことにより、以前よりも安全な見学環境が確保できたことから、常設展示の充実や魅力ある特別展開催な

ど積極的に活動を行い、郷土の文化をより良い形で安全に発信したい。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ５２ 事  業  名 庁舎等三密対策事業 事 業 期 間 開始/令和２年９月 ～ 終了/令和２年１０月  

事業実績額   ５８３，０００円                                         事業実施所管 総務課総務グループ総務係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

新型コロナウイルス感染症対策のため、庁舎等の執務室、各窓口にパーテーショ

ンを設置し、飛沫感染防止を図る。 

指

標 

  設置数   説            明 

計画値 ２０ 全ての窓口にパーテーションを設置することができた。 

実績値 ２０

［対 象］ 

 庁舎等で勤務する職員及び来庁する住民 

［事業の評価・効果検証］ 

  庁舎等の各窓口にパーテーションを設置し、飛沫感染防止を図ったことにより、現在までコロナウイルスの感染は発生していない。

また、パーテーションにより、窓口へ来庁した住民の方に安心して手続きなどを行っていただくことができた。 

［内 容］

パーテーションの購入 

 ①デスクパーテーション ＠５，５００円×５０枚 ＝２７５，０００円 

 ②窓口用パーテーション ＠１５，５００円×２０枚＝３１０，０００円 

                          ５８５，０００円 

※設置場所 役場庁舎 レ・コード館 新冠町民センター他 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

窓口用パーテーション  

＠２９，１５０円×２０枚＝５８３，０００円 

 高さ調整可能な窓口用パーテーションを購入することとしたため、計画時の単価

より高額となり、窓口用パーテーションのみの購入となった。デスク用パーテーシ

ョンは別途購入した。 [今後の取組み］ 

今後においても、新型コロナウイルス感染症対策のため、庁舎等の執務室、各窓口にパーテーションを継続設置し、飛沫感染防止

を図っていく。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ５５ 事  業  名 第三セクター施設換気システム改修事業 事 業 期 間 開始/令和２年９月 ～ 終了/ 令和２年１１月  

事業実績額  ６，１０５，０００円                                 事業実施所管  企画課商工労働観光グループ商工労働観光係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

第三セクター施設新冠温泉の、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止を図るた

め、浴室内の換気能力を改善し、コロナ禍に対応した適切な施設環境を整備する。

指

標 

事業進捗率  説            明 

計画値 100％

実績値 100％

［対 象］ 

第三セクター施設（新冠温泉レ・コードの湯） 

［事業の評価・効果検証］ 

  既存のファンコンベクターを大型化し室内換気口を増設したことにより、換気能力は著しく向上し、新型コロナウイルス感染症 

 感染拡大防止に寄与している。 

［内 容］

洋風風呂・和風風呂の浴室内ファンコンベクター（温風送風機）を大型化 

 （既存機器対比１．５倍の風量と暖房能力の向上） 

換気口を新たに追加し換気能力の増加 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

洋風風呂のファンコンベクター交換・排気口２か所新設工事 

和風風呂のファンコンベクター交換・排気口２か所新設工事 

一式６，１０５，０００円 

[今後の取組み］ 

  観光客のみならず、多くの町民が利用する施設であるため、継続して感染症対策を実施する。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ５６ 事  業  名 第三セクター施設３密対策備品購入事業 事 業 期 間 開始/令和２年９月 ～ 終了/ 令和２年９月  

事業実績額   ５６１，４９５円                                 事業実施所管  企画課商工労働観光グループ商工労働観光係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

宿泊施設も併設している新冠温泉レ・コードの湯の感染症拡大防止を図るため、温泉 

棟屋外テラスにガーデンパラソル・テーブル・チェアを設置し、利用者等を屋外へ誘導し、 

３密解消を図る。 

指

標 

 事業進捗率  説            明 

計画値 100％

実績値 100％

［対 象］ 

新冠温泉レ・コードの湯利用者

［事業の評価・効果検証］ 

   従前の屋外テラスには直射日光を遮るものがなく、夏季間の気候の良い時期でも日中の利用者は少なかったが、新しくガーデン

パラソル・テーブル・チェアなどを整備したことにより、施設内休憩スペースが混み合っている場合のみならず、日中の日差しが

強い時間帯でも利用者が増加した。 

利用しやすい休憩スペースが拡大したことで、感染防止対策に有効な施設内の３密防止対策となっただけでなく、多くの施設利

用者に対し、新型コロナウイルス感染症感染防止対策の必要性を視覚で啓発することができた。 
［内 容］

温泉棟屋外テラス用備品の購入

ガーデンパラソル等３台、ガーデンテーブル３台、ガーデンチェア６脚 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

マーケットパラソル ＠31,500円×３本＝ 94,500円 

パラソルカバー   ＠ 2,250円×３枚＝  6,750円 

パラソルベース   ＠16,500円×３個＝ 49,500円 

テーブル      ＠56,900円×３台＝170,700円 

チェア       ＠31,500円×６脚＝189,000円 

小 計   510,450円 

                 消費税    51,045円 

                                 合 計  561,495円 

[今後の取組み］ 

  終息の見通しが全くない新型コロナウイルス感染症の有効な感染防止対策であり、３密を回避しやすい屋外スペースとして、 

より多く利用されるように施設内に利用促進の案内掲示を実施していく。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ５７ 事  業  名 観光振興事業（レンタサイクル） 事 業 期 間 開始/令和２年９月 ～ 終了/ 令和２年１０月  

事業実績額   ４８６，１８０円                                 事業実施所管  企画課商工労働観光グループ商工労働観光係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

着地型観光メニューとして、当町の景観資源であるサラブレッド銀座の牧場 

風景を満喫するため、サイクルツーリズムと密を回避する観光を推奨し取り組 

むため、レンタル自転車事業を展開し、馬産地観光のメニューとして構築する。

指

標 

 事業進捗率  説            明 

計画値 100％

実績値 100％

［対 象］ 

新冠町観光協会 

［事業の評価・効果検証］ 

   新しい着地型観光メニューとして、当町の景観資源であるサラブレッド銀座の牧場風景を満喫するため、サイクルツーリズム 

と密を回避する観光を推奨し取り組むメニューとして、馬産地観光の振興に寄与している。 

   利用実績（１０月） 

    ７日間のべ１０件  
［内 容］

レンタサイクル事業に使用する電動アシスト付き自転車等購入費を新冠町 

観光協会に補助する。 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

新冠町観光協会補助金額  486,180円  

電動アシスト付き自転車 ＠189,410円×2台＝378,820円（税込み） 

   予備バッテリー     ＠ 47,080円×2個＝ 94,160円（税込み） 

   ヘルメット       ＠  6,600円×2個＝ 13,200円（税込み）  

合計  486,180円（税込み）  

[今後の取組み］ 

コロナウイルス感染症拡大防止対策の新しい馬産地観光メニューとして、ホームページ等でＰＲを継続し、集客を図る。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ５８ 事  業  名 馬産地観光格言みくじ販売感染予防対策事業 事 業 期 間 開始/令和２年９月 ～ 終了/ 令和２年１２月  

事業実績額  ３２４，３３５ 円                                 事業実施所管  企画課商工労働観光グループ商工労働観光係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

馬産地観光メニューとして新冠町観光協会が展開している馬九いく処格言み

くじの販売方法を、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点からカプセルトイ

を導入し、販売の無人化と手指の接触機会の減少を図り、感染症拡大防止を図り

ながら、馬産地観光の振興を図る。

指

標 

 事業進捗率  説            明 

計画値 100％

実績値 100％

［対 象］ 

新冠町観光協会 

［事業の評価・効果検証］ 

   馬九いく処の格言みくじ（9カテゴリ×格言6種）は専用箱内に手を入れて選ぶくじ引き方式で対面販売していたが、専用箱内

のくじ全てを消毒等の感染症拡大防止措置が取れないことから、販売を自粛していた。 

感染症終息の見通しが立たないが、ＧＯＴＯトラベルなどで新冠町を訪れる観光客は増加すると見込まれ、安全な観光メニュー

  を準備し、馬産地らしい観光メニューを提供し楽しんでもらうため、カプセルトイを導入し、販売の無人化と手指の接触機会の減

少を図り、馬産地観光の振興に寄与している。 

   販売実績 １０月  ２９個 

        １１月 １０１個 

        １２月  ６８個 

         １月  ５２個 

［内 容］

馬九いく格言みくじ販売ステーション購入費を新冠町観光協会に補助する。 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

新冠町観光協会補助金額 324,335円 

カプセルステーション ＠60,335円×    5台＝301,675円（税込み） 

   空カプセル      ＠ 22.66円×1,000 個＝ 22,660円（税込み） 

                                            合計 324,335円 

[今後の取組み］ 

コロナウイルス感染症拡大防止対策の施された馬産地観光メニューとして、ホームページ等でＰＲを継続し、集客を図る。 

備

考



【新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金】  事業実施状況及び効果検証に関する資料

事業Ｎｏ ５９ 事  業  名 判官館森林公園バーベキューハウス感染症対策改修事業 事 業 期 間 開始/令和２年１０月 ～ 終了/令和２年１０月  

事業実績額  ４９９，８４０ 円                                 事業実施所管  企画課商工労働観光グループ商工労働観光係

事

業

の

概

要

［目 的］ 

・新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、ハウス内の採光窓をサッシ窓に改修し、

室内換気を改善させる。 

指

標 

 改修箇所   説            明 

計画値 ８か所

実績値 ８か所

［対 象］ 

 ・キャンプ場利用者、バーベキューハウス利用者 

［事業の評価・効果検証］ 

・改修前までは５ヶ所ある入口扉でのみの換気であったが、更に８ヶ所のサッシ窓を追加したことにより、換気の悪い密閉空間を改

善することができ、新型コロナウイルス感染症拡大予防に繋げることが出来た。 

 ・昨今のキャンプブームにより、キャンプ場の利用者が増加傾向にあることから、バーベキューハウスの利用需要も増えることが推

測される。 

［内 容］

 ・開閉が出来なかった窓を十分な換気を行なえるようにサッシ窓に改修する。 

事
業
実
施
状
況

［事業実績］ 

 ・既存の採光窓８ヶ所を、開閉ができるサッシ窓に改修。 

  サッシ窓＠５６，８００円×８ヶ所×消費税（１０％）＝４９９，８４０円 

[今後の取組み］ 

キャンプ場シーズン終了間際に改修した為、令和２年度の利用は限られたものでしたが、令和３年度からは安心に多くの利用者に利

用していただくことが見込まれます。 

備

考


